
黒磯南高校帰郷広報

栃
木
県
立
黒
磯
南
高
校
に
て
同
校

理
解
を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
を
目

校
や
市
役
所
な
ど
に
訪
問
し
、
近

ど
を
報
告
し
、
自
衛
隊
に
対
す
る

士
、
深
澤
自
候
生
及
び
担
当
広
報

帰
郷
広
報
と
は
隊
員
が
出
身
学

的
と
し
た
広
報
活
動
で
あ
る
。

口
々
に
教
育
隊
生
活
を
語
り
、
黒

黒
磯
南
高
校
で
は
恩
師
の
先
生

様
子
で
嬉
し
そ
う
に
そ
の
報
告
を

田
原
地
域
事
務
所
（
所
長　

松
田

官
の
黒
﨑
３
曹
の
４
名
で
帰
郷
広

Ｏ
Ｂ
で
あ
る
薄
井
２
士
、
川
野
２

自
衛
隊
栃
木
地
方
協
力
本
部
大

報
を
実
施
し
た
。

況
や
実
際
の
自
衛
隊
で
の
生
活
な

Ｏ
Ｂ
の
３
名
は
ま
ず
大
田
原
地

で
あ
る
黒
﨑
３
曹
に
教
育
隊
で
の

域
事
務
所
を
訪
れ
、
担
当
広
報
官

生
活
を
報
告
し
た
。
こ
れ
が
楽
し

か
っ
た
、
き
つ
か
っ
た
と
各
々
が

那須塩原市、那須町相談員委嘱式
携
し
て
、
協
力
を
い
た
だ
け
る
方
々
で
あ
る
。

き
続
き
相
談
員
と
の
連
携
及
び
信
頼
関
係
を

よ
り
良
い
貢
献
が
で
き
れ
ば
」
と
力
強
く
語

大
田
原
地
域
事
務
所
は
、「
今
後
も
、
引

相
談
員
と
は
各
市
町
村
に
お
い
て
自
衛
隊
の
活
動
を
様
々
な
形
で
支
援
し
、
各
募
集
事
務
所
や
広
報
官
と
連

が
手
渡
さ
れ
た
。
午
後
は
那
須
町
に
お
い
て

参
加
し
た
相
談
員
の
方
々
は
「
自
衛
隊
に

強
化
し
、「
地
域
密
着
型
」
の
広
報
で
邁
進

塩
原
市
役
所
及
び
那
須
町
役
場
に
お
い
て
両
市
町
の
相
談
員
委
嘱
式
実
施
を
支
援
し
た
。

１
名
の
相
談
員
に
委
嘱
状
が
渡
さ
れ
た
。

午
前
中
、
那
須
塩
原
市
で
実
施
さ
れ
た
委

っ
て
く
れ
た
。

し
て
い
く
」
と
し
て
い
る
。

自衛隊栃木地方協力本部

～恩師にささげる感謝の敬礼～

近状報告の様子 集合写真 帰郷広報の様子

委嘱状交付の様子（那須塩原市）

集合写真（那須塩原市）

委嘱状交付の様子（那須町）

集合写真（那須町）

の
生
活
の
話
を
中
心
に
な
つ
か
し

聞
い
て
い
た
。

「
立
派
に
な
っ
た
ね
」
と
声
を
か

﨑
３
曹
は
そ
れ
に
対
し
共
感
し
た

生
方
の
リ
ク
エ
ス
ト
で
３
人
そ
ろ

い
く
」
と
し
て
い
る
。

方
と
約
２
か
月
ぶ
り
に
対
面
す
る

の
お
か
げ
で
今
の
自
分
た
ち
が
あ

大
田
原
地
域
事
務
所
は
、「
今

す
」
と
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
て
い

及
び
信
頼
関
係
を
強
化
し
、「
地

１
陸
尉
）
は
、
４
月
28
日
（
月
）、

い
時
間
を
過
ご
し
た
。
最
後
は
先

け
ら
れ
、
思
い
出
話
や
自
衛
隊
で

っ
て
の
敬
礼
を
披
露
し
「
先
生
方

と
、
先
生
方
か
ら
は
「
見
違
え
た
」

り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
頑
張
り
ま

後
も
、
引
き
続
き
学
校
と
の
連
携

た
。

域
密
着
型
」
の
広
報
で
邁
進
し
て

自
衛
隊
栃
木
地
方
協
力
本
部
大
田
原
地
域
事
務
所
（
所
長　

松
田
１
陸
尉
）
は
、
５
月
13
日
（
火
）、
那
須

嘱
式
で
は
那
須
塩
原
市
長
（
渡
辺
美
知
太
郎

氏
）
か
ら
激
励
を
受
け
７
名
の
方
に
委
嘱
状


